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２０１９年度事業方針

【はじめに…】
少子高齢化に伴う人材不足の話題が介護業界以外でもそこかしこでも聞かれるようになりました。今や介護人材確保の問題は待ったなしの状況なのですが、介護職員に限って言えば待遇改善はかなり進んだ一方で、介護以外の職員の待遇を改善するための収入は減る一方で、消費税や物価の高騰とともに経営を強烈に圧迫しています。今の処遇改善策については、職員間の不公平感を高め、手当てがない職種への異動を難しいものにする弊害を生んでいます。また、人材がいない中であっても研修が長期化し、国民の祝日も増やされるなど、ちぐはぐな制度変更も多々見られるようになりました。
現在は介護業界で数％にとどまる外国人材受入れは、間もなく福祉業界では当たり前になると思われ、そういう意味では10年前に始めたEPA介護福祉士候補生育成事業のノウハウがそれなりに役立つ時代になっています。ただ、海外人材の受け入れについては制度の変化が激しく、今後は技能実習制度、特定御技能1号制度、留学生の在留資格介護制度などをにらみながらの対応が求められるようになると思われます。
人員不足の中でも職員は工夫して介護にあたり、人材枯渇の危機的状況からはひとまず脱することができましたが、日本の生産年齢人口の急激な減少を見る限り、この状況もそう長くは続かないと思います。
このような状況の中で、一昨年から社会保険労務士事務所の協力のもと、法人全体の就業規則の見直しを進めた結果、本年度7月に全面施行するまでに至りました。規定改正は法人にとって一時的な痛みを伴うものながら、長期的視野では経営を安定させるものであると感じています。
この施設が100年後も続くために、今後は処遇改善については金銭的なものだけでなく、職員スペースの改善など環境面や、働き甲斐の改革についても着手しなければならないと感じています。そのために以下の通り方針を定めます。

【基本方針】
１．私たちはご利用者ひとりひとりの幸せを考えて行動します。
· 安易な拘束をさらに見直し、自由な生活空間を創造します。
· ＰＴと連携し、看護職員を中心に個別リハビリを展開します。
· おいしい食事とともに楽しい行事を提供します。
· 安全を考えながらも、抑制的にならないように配慮します。

２．私たちはホテルに負けない接遇と対応を目指します。
· 笑顔を保ち、お客様の存在を意識した行動を心がけます。
· 施設の美化に努め、感染症を防ぎ、“もったいない”にも気を配ります。
· サービスの点検を行い、サービスの見える化に努めます。
· いいねカードを活用して、サービスの向上に努めます。
３．私たちは学びと気づきを大切にし、自己研鑽に努めます。
· 施設全体で新しい取り組みにチャレンジして、対外発表を目指します。
· 職員の資格取得を推奨し、施設・職員ともに支援を行います。
· 認知症ケア・終末期ケア・力の要らない科学的介護を実践します。
· 省力化、ＩＴ化、ロボット化を常に考え、研究し取り組みます。

４．私たちは、医療法人、地域住民、ご家族と連携して地域No1を目指します。
· 他の地域資源とのネットワークを生かし、地域貢献のモデル化を目指します。
· QOL向上と介護予防の視点を重視した、地域No１デイサービスを目指します。
· 地域における福祉教育を実践し、地域貢献の取り組みにチャレンジし続けます。
· 家族の力を生かし、家族とともに入居者の介護にあたります。

５．私たちは100年先も生き残れる施設を目指します。
· 次世代に引き継げる施設運営の仕組みづくりと人材育成を行います。
· ＳＮＳなどを利用した求人、学校訪問等を活性化させます。
· 外国人材を含む新たな人材確保のルートづくりを模索します。
· 安定した収入を確保し、無駄を省く経営を模索します

※職員の行動規範
· 分業より協業を心がけ、常に他職員をカバーする思いやりの心を持つこと。
· 相互の挨拶と声かけを実施し、風通しの良い環境づくりを行うこと。
· 挨拶と笑顔を忘れず、人の気持ちを尊重し、前向きな発言を心掛けること。
· 自分本位・仕事本位ではない行動と発言を心がけること。
· 変化を恐れず、一歩先を行くことに対して積極的になること。
· 資質の向上、資格取得に対し、前向きになること。
· アイデアを出し合い、可能性や発展性を大事にすること。

【事務部門】
１．ホーム・ショート連結稼働率97％達成を目指し、無駄を省き収入アップを図る。
２．サービス内容の見える化を図り、第3者評価への準備を行う。
３．求人活動・ＯＢの活動の活性化。学生・ボランティアの誘致強化。
４．海外人材の育成、新たな人材確保ルートの模索。
５．介護保険制度・職員処遇改善など制度や改訂への対応。
６．クラウド等を利用した事務情報共有化の推進。
７．ホームページ更新と家族向けの広報誌導入についての検討。 
８．ＩＴ機器導入、事務作業の簡略化についての研究。
９．衛生管理者の育成と衛生委員会の運営。
10．新たな職員スペースづくりと宿直室の刷新。
11．ＳＮＳ等の研究と戦略的活用。サービスの見える化を図る。（重点目標）


【看護部門】
１．個別リハビリをPTと連携して主体的に行う。
２．記録のパソコン化、可視化の推進。
３．デイサービス部門・地域包括部門との連携強化。
４．感染症０、下剤０など科学的介護の推進。
５．介護職との連携（食事介助・入浴介助・看取り介護・痰の吸引）

【介護部門】
１．事例研究活動を行う。（プレゼン力UP）
２．科学的介護（認知症介護・おむつはずし・力のいらない介護）の実践。
３．拘束０、事故０、感染０の追求。
４．資格取得を進めるとともに各種研修への職員派遣を行う。（受講と講師活動）
５．新人職員の育成力の強化。
６．サービスの見える化を意識した、記録等の充実を図る。
７．協業化・時短化・省力化・ＩＴ化・ロボット化を意識し、作業内容を見直す。
８．地域包括支援センターと連携し、地域において講演活動を行う。

【デイサービス部門】
１．事例研究活動を行う。（プレゼン力UP）
２．平均施設来場者数25人以上を目標に運営を行い、地域Ｎｏ１評価を目指す。
３．萬緑苑・彩風苑との行事と業務の連携（派遣）を行う。
４．サービスの見える化を意識した、記録等の充実を図る。
５．地域貢献事業、買い物ツアーへの協力。（範囲の拡大も検討）
６．資格取得を進めるとともに各種研修への職員派遣を行う。（受講と講師活動）
７．リハビリ力の強化。（加算への対応）
８．地域包括支援センターと連携し、地域において講演活動を行う。

【給食部門】
１．コンベクションオーブンの活用とクックチル移行の研究
２．刻み食から普通食への移行研究。
３．自然排便（下剤０と水分摂取量1500㏄／日）についての研究と実践。
４．彩風苑との共同メニュー・共同仕入れ・共同調理の研究。
５．新しいメニューを開発して加える。（毎月１メニュー目標）
６．食事に関わる加算を積極的に取得する。

【役割分担】
１．事務・生活相談部門
1 新規利用者の受入・調整。（ホーム・ショート）
2 渉外活動、ご家族、研修、見学、ボランティアへの対応。
3 定款諸規定の整備。各種書類、議事録の管理。
4 各種補助金、交付金の申請事務。
5 待機者実態調査、利用者の満足（不満足）度の調査の実施。
6 施設・設備の点検、修繕。
7 理事会・評議員会の運営と経理・人事の管理。
8 外国人介護福祉士候補者等の受入と国家試験に向けた教育。
9 ＳＮＳ、ホームページ等の更新。求人情報の拡散。

２．介護部門
1 ご利用者の幸せを考えた介護の実践。
2 事故0、拘束０委員会の運営。
3 施設内の環境の整備。
4 施設内外研修の運営協力、講師人材派遣。
5 各種クラブ・行事の企画運営。
6 各種マニュアルの見直し、手順書の作成。
7 外国人介護福祉士候補者等の技術教育。
8 掲示板等の毎月更新。

３．看護・医療部門
1 ターミナルケアに関する職員指導。（看取り研修の実施）
2 感染症（ノロ・インフルエンザ・疥癬）に関する職員指導。
3 吸引・胃瘻に関する技術研修の開催。
4 感染０・吸引委員会の運営。
5 個別リハビリの実施。
6 入所者健康管理　→　尿路感染・誤嚥性肺炎の撲滅
検尿、採血、血圧測定、EKG測定（毎月、あるいは必要に応じて）
健康診断（４月、９月）インフルエンザ予防接種（11月）。
7 職員の健康管理。
健康診断、腰椎症および肩腕症候群疾患早期発見の相談（５月、11月）
ストレスチェックの実施（10月）
インフルエンザ予防接種（11月）
8 夜間オンコールに対する対応。

４．給食部門
1 ご利用者及び職員への食事の提供。
2 栄養ケアマネジメント管理。
3 嗜好調査の実施。
4 希望昼食・ホーム喫茶・お誕生会（各毎月一回以上の実施・お料理クラブの主催）
5 残留塩素測定・汚水槽点検（毎月）一般飲料水質検査（毎月）・受水槽・汚水槽清掃（４月）・食堂と厨房の清掃（毎日）
6 料理クラブの企画運営など各種行事に対する運営協力。


５．デイサービス部門
1 新規利用者の調査・受入。
2 施設内外研修の運営協力、人材派遣。資格取得者を増やす。
3 居宅介護事業所、ボランティアとの連携、情報交換。
4 ホーム、ショートステイ、ケアハウス事業への協力。
5 リハビリ、介護予防の実施と対外広報の発信。

【事故、災害対策】
1 施設内の危険個所を点検し、修理あるいは改善する。
2 災害時対策を充実させ、災害対策（計画）を立て、対応する。
3 保守点検、訓練を定期的に実行する。
自家用電気工作物、エレベーター設備、消防用設備、非常用発電機などの保守点検
		６月	総合訓練（非難誘導訓練・危険個所点検）
		９月	夜間防災訓練（非難誘導訓練・消火訓練）
		３月	総合訓練（非難誘導訓練・消火訓練）

※震度５強以上の地震が発生した時には、やむを得ない場合を除き、直ちに施設に出勤すること。（電話連絡は不要）

【職員研修と会議】
１．研修指導者を育成することを目指し、積極的に外部派遣を行う。
　　	※介護資格等の取得を行う場合の費用は原則として80％まで助成。

２．施設内研修を充実させる。
法令遵守（プライバシー保護・虐待防止）		
新人職員入職時研修					
※新人については入職後から１年間を研修対象期間とする。
緊急時対応・感染症・看取り・吸引、経管・胃瘻　　	
認知症対応とケアプランについての研修など
身体拘束廃止（年2回）		

３．会議、委員会を開催する。
主任会議（彩風苑合同）		（月１回：５日頃）
職員会議				（月１回：25日頃）
ケース会議				（月２回）
寮父母会議、厨房会議			（月１回）
衛生委員会				（月１回）
事故、拘束０委員会			（月１回）
感染０・吸引委員会			（随時）
マナー委員会				（随時）
広報委員会・旅行委員会		（随時）
マニュアル検討			（年１回）
主任等による個人面談	　　　　	（随時：年1回以上）
※その他　担当者会議などは必要に応じて召集。

４．地域・業界への貢献
夏祭り・福祉祭りの実施
　　　辰巳地区盆踊り・福祉祭りなどへの協力・参加
　　　会議室等を地域へ無償貸し出しする
　　　認知症研修事業・介護予防教室などへの講師派遣
　　　全国老施協・千葉県高齢協・千葉県デイ協・市高齢協・市認協などへの協力
　　　体験学習・福祉実習・県職員研修の受け入れ
地域福祉諸団体・少年刑務所・近隣学校等への協力
i		 
【中・長期計画】					
１．彩風苑厨房との協働化・同一メニュー化をはかる。	
２．地域福祉を担う人物・団体を見出だし育てる。	
３．運営部門の後継（リーダー）の育成。→　理事化を検討。			
４．施設建て替え計画の策定。			
５．地方や海外の学校等の提携、地方求人の強化。（受入の定期化）
６．事務部門における合理化と業務の補間化。



特別養護老人ホーム2019年度行事計画

【年間行事】
４月	お花見、外食会
５月	新茶の会、苑内消毒（防災訓練）、日帰り旅行
６月	外食会
７月	夏祭り、外食会
８月	縁日、外食会、ヴィラ夏祭り見学
９月	夜間防災訓練、敬老会
10月	日帰り旅行、運動会、外食会
11月	文化祭見学、外食会、辰巳秋季大祭（みこし来苑）
12月	餅つき、クリスマス会、外食会
１月	獅子舞来苑、初詣、七草粥、外食会
２月	節分、防災訓練、外食会
３月	福祉祭り、彼岸供養、外食会
※必要に応じて行事は変更できるものとする。

【通年行事】
ホーム喫茶、希望昼食、お誕生会、お料理クラブ。おやつ会

【クラブ活動：ホームを拠点に行うもの】
　　習字クラブ、俳句クラブ、音楽クラブ、絵画クラブ

【公開行事・外部行事参加など】
市原市認知症フェスタ（協力）	（４月）
ラベンダーマルシェ（見学）	（6月）
萬緑苑・彩風苑夏祭り		（７月）
　　辰巳地区夏祭り（参加）		（８月）
　　ナーシング・ヴィラ夏祭り（協力）（８月）
　　らんとも市原（協力）		（9月）
　　萬緑苑・彩風苑文化祭		（11月）
辰巳地区福祉祭り（参加）	（11月）
　　萬緑苑・彩風苑福祉祭り		（３月）

【広報活動：情報の公開】
ホームページの公開・施設運営状況・決算報告の公開
広報紙≪菜の花≫発行
後援会新聞発行

デイサービスたつみの森　2019年度行事計画

【年間行事】
　　４月	お花見（彩風苑と合同）
　　５月	新茶の会
６月	彩風苑演芸会見学　ラベンダーマルシェ見学
７月	七夕
８月	ハワイアンコンサート見学　ソーメン流し　縁日
９月	敬老会
10月	運動会
11月	文化祭見学、辰巳秋季大祭（みこし来苑）
12月	クリスマス会、餅つき、彩風苑クリスマスコンサート見学
１月	新年カルタ会、七草粥
２月	節分
３月	ひな祭
※必要に応じて行事は変更できるものとする。

【通年行事】
ホーム喫茶、希望昼食、お誕生会、お料理クラブ、みんなで歌おう

【ボランティア行事】
　　マジックショー、日本舞踊、大正琴コンサート、生け花、唄と三味線コンサート
ヴィリラ演奏会、スライドショー、ハワイアンコンサート、ハンドマッサージ

【クラブ活動：デイサービスを拠点に行うもの】
　　音楽クラブ、手芸クラブ

【その他サービス】
　機能回復訓練（体力測定）
マッサージ　（整体師）

【地域貢献事業】
　　買い物ツアー（辰巳地区：必要に応じて拡大）

【広報活動：情報の公開】
　　デイサービス通信の発行（毎月）
　　ホームページの公開


